







Effects of training using abuse prevention programs 













































一途を辿っている（2016 年：452 件、2017 年：


























































































































































































































































①開会挨拶（研修開催施設の施設長等）	 <4 分 >
②研修スタッフ（４名）紹介	 <3 分 >
③プログラムの全体像に関する説明	 <3 分 >
④プログラム開発研究に関する説明	 <3 分 >	
※調査票調査に関する説明を含む
⑤高齢者虐待防止法の概要と養介護施設従事者
等による虐待の現状等に関する講義	 <7 分 >
⑥本日の研修（プログラム１）の説明	 <10 分 >
※虐待促進要素カード 50 枚配布、図解説明
⑦各グループでラベルを図解化	 <25 分 >	
※時間内に完成しなくても良い





箇所に付箋で貼り付ける	 <25 分 >
⑩各グループ（最大３グループ）の結果および
感想の発表	 <15 分 >
⑪スタッフ（研究代表者および研究協力者）に
よるコメント、解説	 <15 分 >

























































①開会挨拶（研修開催施設の施設長等）	 <5 分 >
②研修スタッフ紹介（プログラム１と異なる
場合のみ）およびプログラムの全体像ならび
に研究に関する説明	 <5 分 >
③本日の研修（プログラム２）の説明	 <10 分 >
※不適切ケアカード 100 枚配布、図解説明
④各グループでラベルを図解化	 <50 分 >
⑤グループごとに完成した図を発表	 <20 分 >
⑥各グループ 2名程度による感想発表	 <10 分 >
⑦スタッフ（研究代表者および研究協力者）に
よるコメント、解説	 <15 分 >







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































就寝介助の際などに、掛け布団を「バサッ」と手荒くかける  職員が就業中に利用者の前でため息をついてしまう 
（起きたくないと訴える利用者も）起床時間には一律に起床介助している 入居者が少し動いただけで直ぐに「どうしましたか」と頻繁に声をかける
 
